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教育期間は 3か年で、入学後のオリエンテーション及び第 2学年 6月までの前期集合教
育、その後、第 2学年 7月から12月までの 6か月間の全国の農業経営体への派遣実習、派
遣実習後の 2年次 1月から第 3学年 6月までの中期集合教育、 7月から 9月までの在宅学
習、 10月から卒業までの後期集合教育を実施した。また、第 3学年において、 6月に海外
農業現地研修をアメリカとヨーロッパで実施している。
表1-1-1 農林水産省農業者大学校の教育スケジュール
月 I 4I 5I 6I 1I 8I 9I 10 I 11 I 12 I 1 I 2I 3
入学
第1学年 Iオリエンテ 1 前期集合教育
ー沿ン
第学年 1 前期集合 派遣実習
中期集合
2 教育 教育










年度 8 ， 10 11 12 
入学者数 50 49 38 36 39 
(29期） (30期） (31期） (32期） (33期）



















































1年次 I 2年次 I 3年次
農業実務 前期集合教育 派遣実習 中期集同百 在宅 後期集合
経験 合教育 外 学習 教育







年度 13 14 15 16 17 
入学者数 33 39 23 31 20 
(34期） (35期） (36期） (37期） (38期）






















































































金 子 美 登 氏 （第 1期、埼玉県）
婦 木 克 則 氏 （第16期、兵庫県）
長田 竜太氏（第17期、石川県）







































































































































































































































































年度 18 19 20 
入学者数 20 
(39期）
卒業者数 26 19 19 
































































10 11 12 2
 
3 (月）
2年次 第 3期集合 教育・ 研究チーム派遺実習 第 4期集合教育





















年度 20 21 22 23 
入学者数 31 31 31 
(41期） (42期） (43期）
卒業者数 23 25 29 
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年度 1期（前期） I期（後期） m期(3月期）
20年度 7月31日（火） 1月17日（木） 3月11日（火）
21年度 9月 4日（木） 1月14日（水） 3月10日（火）















































































応募者数 受験者数 合格者数 入学者数
20年度入試 39 (2) 37 (2) 36 (2) 31 (2) 
前期 15 (1) 15 (1) 15 (1) 14 (1) 
後期 17 17 16 13 
3月期 7 (1) 5 (1) 5 (1) 4 (1) 
21年度入試 37 (6) 35 (6) 35 (6) 31 (4) 
I期 14 (1) 14 (1) 14 (1) 13 (1) 
I期 13 (3) 12 (3) 12 (3) 10 (1) 
II期 10 (2) 9 (2) 9 (2) 8 (2) 
22年度入試 36 (3) 36 (3) 35 (3) 31 (3) 
I期 16 (3) 16 (3) 15 (3) 11 (3) 
1期 12 12 12 12 







年齢区分 20年度 21年度 22年度 合計 比率
20歳未満 2 1 2 5 5.4% 
20,.._,24歳 10 16 10 36 38.7% 
25....,29歳 8 7 8 23 24.7% 
30,.._,34歳 8 2 5 15 16.1% 
----
35....,39歳 3 5 6 14 15.1% 
計 31 31 31 93 100.0% 






学歴区分 20年度 21年度 22年度 合計 比率
大学（農学系） 5 1 4 10 10.8% 
大学（農学以外） 13 19 19 51 54.8% 
専門学校 3 2 1 6 6.5% 
道府県農業大学校 6 5 3 14 15.1% 
高等学校 4 4 4 12 12.9% 





社会人経験 20年度 21年度 22年度 合計 比率
あり 20 18 23 61 65.6% 
なし 11 13 8 32 34.4% 




20年度 21年度 22年度 合計 比率
農家（農業基盤あり） 16 12 16 44 47.3% 
非農家 15 19 15 49 52.7% 












































































































I I ー ー
人間としての
価値観の醸成



















































































































































































































































































2年1祖の教育プログラムは、 大き く分けて、 ①入学から 「先進経営体等派遣実習」終了
までのスター トアッププログラム、②その後卒業までの農業経営者教育プログラム、③ 2
年間の教育の総仕上げとしての卒業論文の 3つから構成されている。




















































































































































































プ」、「筑波大学連携協定授業」を除くと、 41期生が108単位、 42期生が106.5単位、 43期
生が104単位に設定している。なお、「夏期特別研究チーム派遣実習」及び「農業インタ





































労働安全衛生 l 0.5 
9 安±.^lai主l 05 
英語基礎 1 
コミュニケーション技法 1 









































































































環填保今即犀巣仕面 1 1 3 
環填保全型畜産技歯 1 ， 3 
環填保全型農業・有機晟策実践技困
0.5 1 3 
I 
環境保今即犀業・有機農業実践技困
0.5 2 2-3 
D 
塁村コミュ＝ティー籟 1 本分野で2単位 1 3 
地営貪 1 
叫 を 履 脩
2 ， 
地域リーダー詣 0.5 1 3 
異＋、はi!l:i舌動 1 1 3 
地域営晨誼 05 2 , 
農村文化活動 1 2 1 




世界の塁業・食料と環填・資源 ， 2 2-3 
特月哨肖義 I , 必峰科目 1 1,3 
特月l麟 義l ， 必脩科目 2 1-3 
農の哲学 1 必脩科目 1 3 
日本塁業史 1 2 2-3 




農業とパイオマス 1 2 2-3 
自然と人間 1 2 1 
農民の生き方 1 1 1,3 
法と倫理 1 1 3 
晨と文学・芸硝 1 2 2-3 
世界の晨業と文化 05 2 2-3 
塁政の新たな動き 05 2 2-3 
経宮者の社会貫猷 0.5 2 2-3 
生命誌の中の人間 05 2 2-3 
匿匿福祉 0.5 2 2-3 
失·:,!,·~ヤ四 4 必繹科目 1 1,3 
地域総合謀題演四 3 必峰科目 2 1-2 
卒業i釦℃頁習 2 必修科目 2 1-3 
卒呆枷又 4 必脩科目 2 2~3 
先追経営体等派遣実普 14 必脩科目 1 2 
研究チーム派這実嘗 4 必脩科目 2 1-2 
晨作巣長留 1 1 ， 
夏期休暇吾七利
用し tli!,.&也．，

























講義 演習 実習 計
725 260 570 1,555 
時限数
46.6% 16.7% 36.7% 100% 
授業時間
1,087.5 390 850 2,327.5 
時間数
46.7% 16.8% 36.5% 100% 
79 4 3 86 
科目数
91.9% 4.7% 3.5% 100% 
72 13 19 104 
単位数












































優 80点から100点まで 優 優
良 70点から 79点まで 良 良
可 60点から 69点まで 可 可



















































































分野 分野のねらい 内容 科目数 時間数 単位数
オリエンプー 農業者教育を受けるバックグランドが非常 各界で活躍する講師による先進的農業経営者の講義、
ション に違っている学生が入学前の経歴に応じ 農業経営・経済、植物生産学概論 I・II、動物生産学概
た分野を履修することにより、今後の学習 論等の農業関連基礎教科、法学、心理学等の社会学系
に必要な農業の基礎知識・一般教養など 教科、コミュニケーション技法、コンピュータ I・II等の実





クノロジ一 識・技術の理論化や疑問点の解決と研究 産学概論 I・II及び各論、動物生産学概論及び各論等
チーム派遣実習先の選定に資するととも で習得した基礎的な知識を活用しながら、試験研究機関




















環境保全型農 環境保全型農業、有機農業及び循環型 オリエンテーション分野の植物生産学概論 I・II及び各






































大学 民間企業 農業者 農林水産省
42 29 31 
人数
18.7% 12.9% 13.8% 
講義時間 242 154 75 














， 98 2 225 
4.0% 43.6% 0.9% 100% 
26 195 15 725 











41期 24 71 63 1242 82.1% 
42期 26 74 68 1074 60.7% 
43期 28 77 70 1195 61.0% 
41-----43期生で開講した選択科目のうち履修率が概ね90%以上であった科目は、「農業者
のための法学」 (43期生は「法学」と名称変更して開講） (97. 4%)、「野菜先端技術特講」
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(89. 7%)、「土壌肥料先端技術特講」 (93.6%)、「経営情報先端技術特講」 (89.7%)、「ア
グリビジネス論」 (87.2%)、「流通・マーケティング論」 (88.5%)、「経営法務」 (87.2%)、
「消費者心理」 (93.6%)、「環境保全型農業技術」 (87.2%)、「農民の生き方」 (94.9%) 
であった。
一方、履修率が50%を下回った科目は、畜産関係科目の他には、「花き先端技術特講」
(29. 5%)、「地域先端技術特講」 (44.9%)、「農業とバイオマス」 (46.2%)、「農と文学





























































































































年度 分野 講義科目 講師氏名 地域 農業形態



















有機農業論 金了• 美登 埼玉県
有機農業家。全国有機農業推進協織会会長。農業技術の匠。農業者大学校第1期
生。


















年度 分野 講義科目 講師氏名 地域 農業形態
















































園芸福祉 近藤まなみ 群馬県 NPO法人花の情景研究所理事。花やハープを栽培・販売。
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年度 分野 講義科目 講師氏名 地域 農業形態







































































年度 分野 講義科目 講師氏名 地域 股業形態













津rn民幸 山I県 梨・プドウ・栗を栽培。農業者大学校第 1期牛•O
股と文学・芸術 山下惣一 佐賀県 農民作家。 1農業者。
経営者の社会貢献 佛fl 利弘 石川県
（株）ぷった農産代表取締役社長。大規模有機稲作と野菜牛．産物を加 I.販売。農業
者大学校第13期牛。


























ゼミは必修で、 2年間の在学中、「先進経営体等派遣実習」 (1年次 7月,.,.,10月）の時


























































































































a) 演習の時期は 1年次の 1・3学期
b) ゼミは原則として毎週 1回・ 1時限開催
C) 現地見学は年 3回 (4月 (1日）、 6月 (2泊 3日）、翌年 3月 (1泊 2日））
41期生は、 5月下旬に 1泊 2日、翌年 3月に 1日であったが、 42期生から 6月と翌
年 3月にそれぞれ 1泊が変更・追加された。さらに、 43期生からは 4月に 1日が追加
された。





























































































年 月 日 名 称 場 所 経営の概要
20 5 29 宮田果樹園 群馬県川場村 リンゴ、プルーベリー、農産加工による観光果樹園経営
（有）林園芸 群馬県沼田市 シクラメン、洋種山野草等を年間50万ポット生産
30 グリーンリーフ（株） 群馬県昭和村 有機農産物の栽培・加工・販売（コンニャク、漬け物、冷凍野菜）
霜里農場（金子美登氏） 埼玉県小川町 自給、循環、複合の有機農業（水田、野菜、果樹、鶏卵）
21 3 17 アグリガイアシステム 千葉県佐倉市 コンビニ等で排出される食品残澄の循環型飼料化プラント
（株）セプンファーム 千葉県富里市 コンビニ残潅む准肥化して利用する完全循環型農業
（有）テンアップファーム 千葉県富里市 連続摘心とクロレラ肥料によるトマト栽培
6 24 大泉風のがっこう（白石好孝氏） 東京都練馬区 野菜の体験農園、練馬区農業体験農園園主会会長（平成21年度日本農業賞集団組織の部大賞受賞）
宮田果樹園 群馬県川場村 リンゴ、プルーベリー、農産加工による観光果樹園経営
25 （農事）布引施設園芸組合 長野県小諸市 ハイテク技術杞駆使した企業的な業務用イチゴの生産・イチゴ狩り
（有）永井農場 長野県東御市 稲作と酪農の複合経営による環境保全型農業
26 佐藤園芸 群馬県高崎市 オリジナル商品作りと灌水技術による高品質花壇苗生産
霜里農場（金子美登氏） 埼玉県小川町 自給、循環、複合の有機農業（水田、野菜、果樹、鶏卵）
22 3 8鯉沼孝宏氏 栃木県尚根沢町 新規就農者、ビニールハウスと土耕によるイチゴ栽培
80 
（株）キヌナーセリー（齋藤英夫氏） 栃木県宇都宮市 胡蝶蘭（洋蘭）の生産販売、平成20年天皇杯受賞
9 (有）グリーンステージ大平 栃木県大平町 水耕栽培によるトマト、トマト加工品の大規模生産法人
（有）サンファーム・オオヤマ（大山寛氏） 栃木県栃木市 農業技術の匠、高軒蘭施設を利用した長期多段取りトマト栽培





6 23 （独）理化学研究所 埼玉県和光市 イオンビーム育種による品種開発等）
大泉風のがっこう（白石好孝氏） 東京都練馬区 野菜の体験農園、練馬区農業体験農園園主会会長（平成21年度日本農業賞集団組織の部大賞受賞）
宮田果樹園 群馬県川場村 リンゴ、プルーベリー、農産加工による観光果樹園経営
24 （有）トップリバー（嶋崎秀樹氏） 長野県御代田町 大規模経営農家育成支援事業、野菜の生産・販売
（農事）布引施設園芸組合 長野県小諸市 ハイテク技術む駆使した企業的な業務用イチゴの生産・イチゴ狩り
25 （有）永井農場 長野県東御市 稲作と酪農の複合経営による環境保全型農業
霜里農場（金子美登氏） 埼玉県小川町 自給、循環、複合の有機農業（水田、野菜、果樹、鶏卵）
23 3 8 (株）シモタファーム（霜多増雄氏） 茨城県取手市 科学的分析データによるハープ、野菜生産
（農事）鴨川自然王国（加藤登紀子氏） 千葉県鴨川市 自然共生型農業生産、都市農村交流






































































































































現地調査の課題として次の 2つを設定。課題 1の検討結果を踏まえて、課題 2を明らか
にする。
課題 1: 農業者としてここに住むと考えて、この地域をどうみるか




































































































年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
手法の ワークショップ手法による合 カードBS法とKJ法を活用し カードBS法とKJ法を活用し
学習 意形成 た意志決定手法 た意志決定手法
（住民参加型のまちづくり） ・講義及び演習 ・講義及び演習
・現地調査で活用 ・現地調査で活用










先進地 新潟県村上市山北地区(2泊 茨城県那珂市芳野地区（日 新潟県村上市山北地区(2泊










広い視野 講義 講義 講義






































































































































































































































































































































































































































































































































4月 •ガイダンス •調査分析計画 ・執筆計画書の作成につ •進捗状況の
書作成(5月下 いて（教育指導専門職） 発表（ゼミ）










































経営シミュレーションによる計画策定 2(9%) 5(20%) 4(14%) 11(14%) 
自家（法人）経営の改善・分析 7(30%) 9(36%) 13(45%) 29(38%) 
地域活性化 3(13%) 1(4%) 1(3%) 5(6%) 
食育 2(9%) 0 (-) 1(3%) 3(4%) 
就農条件の追求 4(17%) 5(20%) 6(21 %) 15(19%) 
海外農業研修と農業経営 1(4%) 1(4%) 1(3%) 3(4%) 
その他 4(17%) 4(16%) 3(10%) 11(14%) 









































































































































































































































20 21 22 （人）
北海道 1 6 
゜
7 
東北 7 6 1 14 
関東 20 15 21 56 
地
北陸 1 4 2 7 
東海 3 4 2 ， 
域
近畿 2 1 2 5 別










水稲 7 12 12 31 
野菜 25 22 29 76 
作
果樹 5 6 12 23 
花き 2 5 1 8 
目
畜産 6 6 4 16 
別
工芸作物・その他 7 1 5 13 
有機農業 17 8 15 40 
観光農園 ， 8 12 29 
法人（生産＋加工＋観光） 5 4 5 14 
法人（生産＋加工） 6 4 6 16 
経
法人（生産） ， 13 ， 31 
法人計 20 21 20 61 
営




1 2 3 
態
別 個人（生産＋加工） 2 5 5 12 
個人（生産） 12 8 ， 29 
個人計 15 15 18 48 





場合が 3年間を通じて最も多かった（図2-1-3-7)。次いで 1か所2か月を 2回行った場合






















S 令 Yヽヽ 'I)-




























































41期生（同じ・ほぼ同じ ：13% 一部同じ ：50% 全く異なる ：37%) 






41期生（同じ： 75% 異なる： 25%) 



























41期生（つながりがある： 18% ない・不明： 82%) 

















































































































































































































































































































































































































研究所 派遣先研究チーム 平成21年度 平成22年度
前期 後期 前期 後期





























゜゜関東東海水田輪作研究チーム ゜゜゜゜関東飼料イネ研究チーム I 1 ゜゜カバークロップ研究関東サプチーム I I ゜゜作物研 低コスト稲育種研究チーム 1 1 ゜゜稲収最性研究チーム ゜゜
1 1 
大豆育種研究チーム 1 I 
゜゜食用サツマイモサプチーム I 1 I I 
果樹研 ナシ・クリ・核果類研究チーム 3 I 3 3 
果実鮮度保持研究チーム 2 2 2 I 
果樹温暖化研究チーム 1 I 











゜゜゜゜畜草研 畜産物品質研究チーム ゜゜゜゜機能性飼料研究チーム ゜゜゜゜畜産研究支援センター業務第2科（鶏） ゜゜
I I 
食総研 穀類利用ユニット


















































I 24 15 
4 
1 
1 6 4 
11 
10 
7 28 18 
2 
l 
5 8 5 
I 1 I 








研究所 派遣先研究チーム 平成21年度 平成22年度




水田輪作研究東海サプチーム（安濃） I 5 
゜゜北作研陸水究チ田輪ーム作他研（究上チ越ー）ム及び北陸大規模水出 1 4 I 5 
作物研 低コスト稲育種研究チーム（つくば） 1 18 
゜゜稲収最性研究チーム（つくば） ゜゜
1 5 
果樹研 ナシ・クリ・核果類研究チーム（つくば） l 20 
゜゜ブドウ・カキ研究チーム（安芸津） 1 5 3 15 
花き研 花き品質解析研究チーム（つくば）
゜゜゜゜野茶研 野菜!PM研究チーム（安濃） 1 5 1 5 
野菜・茶の食味食感•安全性研究チーム（安涙） I 5 
゜゜畜草研 家畜育種増殖研究チーム（ミツバチ）（つくば） ゜゜
l 8 
飼料作物育種研究チーム（那須） 1 5 
゜゜放牧管理研究チーム（那須） ゜゜゜゜山地畜産研究チーム（御代田） ゜゜゜゜束北農研 日本短角研究チーム他（盛岡）
゜゜゜゜九州農研 イチゴ周年生産研究チーム（久留米） I 20 l 24 
機能性利用研究チーム（合志） 2 ， 



















1 5 5 
1 5 I 







I 5 1 
I 3 I 
I 5 1 















































前期 後期 前期 後期 前期 後期
18日 1 1 
17日 1 2 4 1 1 
16日 3 4 
15日 17 ， 18 11 10 ， 
14日 3 3 1 4 6 6 
13日 1 3 3 4 5 
12日 1 3 2 3 3 
11日 2 2 
10日 1 1 2 
9日 2 
8日 1 1 
4日 1 




















6% 18 12% 
4% 
47% 




3% 12 8% 
1% 
1% 
1% 1 1% 

















① ② ③ ④十⑤
21 13 36 30 22 46 
22 20 39 35 18 50 
23 19 53 43 28 60 
計 52 128 108 68 156 




































































平成21年度 2 2 6 2 2 14 7 3 
゜ ゜
10 24 
平成22年度 4 5 4 4 2 19 6 1 
゜ ゜
7 26 
農家 平成23年度 5 7 4 
゜ ゜
16 5 2 4 1 12 28 
出身者 計 11 14 14 6 4 49 18 6 4 1 29 78 
割合 14% 18% 18% 8% 5% 63% 23% 8% 5% 1% 37% 100% 
①・②の内訳 22% 29% 29% 12% 8% 100% 62% 21% 14% 3% 100% 
平成21年度 4 1 2 
゜ ゜






7 5 2 10 
゜
17 24 
非農家 平成23年度 4 5 1 
゜
4 14 1 3 ， 5 18 32 
出身者 計 8 8 8 
゜
4 28 ， 7 25 ， 50 78 
割合 10% 10% 10% 0% 5% 36% 12% 9% 32% 12% 64% 100% 
①・②の内訳 29% 29% 29% 0% 14% 100% 18% 14% 50% 18% 100% 
平成21年度 6 3 8 2 2 21 10 5 6 4 25 46 




平成23年度 ， 12 5 
゜
4 30 6 5 13 6 30 60 
計 19 22 22 6 8 77 27 13 29 10 79 156 
割合 12% 14% 14% 4% 5% 49% 17% 8% 19% 6% 51% 100% 

















































































































































































第 1回農作業実習委員会 平成19年 1月16日
第 2回農作業実習委員会 平成19年12月17日
第 3回農作業実習委員会 平成20年 3月18日
第 4回農作業実習委員会 平成20年 8月21日
第 5回農作業実習委員会 平成21年 3月19日


















































































期 間： 2年次の 4月～翌年 3月
















































































































0名 （ 一 ）
図2-1-3-9 平成21年度卒業生の教育に対する評価























































































項ヽ 目 人数 割合
大いに悩足している 7名 (31 %) 
満足している 8名 (35%) 
やや悩足している 4名 (17%) 
どちらとも言えない 4名 (1 7%) 
やや不瀾である 0名 （ 一 ）























































































































































































































































































































年次 I20年度 I 21年度 I 22年度 I 23年度 l 
ー＿
2
11 15 (4) 19 (2) 
















































































































































































21年度 22年度 23年度 卒業生全体
自家（法人）就農 11 12 14 37 (48%) 
就 農 ， ， 11 29 
研 修 2 3 3 8 
農外参入就農 10 12 13 35 (46%) 
新規参入
゜
3 2 5 
就職就農 5 4 4 13 
研 修 5 5 7 17 
その他 2 1 2 5(6%) 
就 職 1 
゜
1 2 
未 定 1 1 1 3 
合 計 23 25 29 77 (100%) 
また、進路先を地域別に見ると北海道 1名、東北 8名（うち就職 1)、関東38名（静岡、






1 自家（法人）就農 37 
就 農 岩手 1、宮城 1、山形 1、福島 1 
栃木 1、埼玉 2、茨城 2、千葉 4 
静岡 2、群馬 2、新潟 2、石川 1 
富山 1、岐阜 1 、~み、ャ<i刃i 1、滋賀 1 
大阪 1、福岡 1、宮崎 1、長崎 1 
鹿児島1
研 修 栃木 1、長野 3、山梨 1、静岡 1 
三重 1、海外（オランダ） 1
2 濃外参入就農 35 
新規参入 埼玉 1、千葉 1、山梨 1、長野 1 
兵庫 1 
就職就農 北海道 1、茨城 5、群馬 2、山梨 1 
東京 1、新潟 1、三重 1、香川 1 
研 修 岩手 1、山形 2、埼玉 2、茨城 2 
千葉 2、愛知 1、岐阜 1、京都 1 
奈良 1、徳島 1、佐賀 1 
海外2(オランダ、モザンビーク）
3 その他 5 
就 職 青森 1、広島 1 















































農外参入就農が12名（うち就職就農が 4名、研修が 5名）、未定 1名であったが、調査時






















































































































































































































































































































































平成21年度は、 41期生と 42期生、職員が参加して、 4月に新入生歓迎レクリエーション
としてバレーボール大会を、 6月に茨城県の筑波山登山及び下妻市にある農産物直売所・
農産物加工施設・体験農園等の複合施設を見学した。 11月には、 41期生と 42期生が一致団
結して、つくば校舎で最初の豊饒祭を行った。
【平成22年度】








































































































































できるコースであり、 20年度は 3名が延べ4科目、 21年度は 2名が延べ 7科目、 22年度は
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・先端的水田農業経営戦略コース 前期集合教育：20年12月 1日,.__,12月 5日 7名
20 後期集合教育：21年 7月27日,.__,7月31日
年 ・先端的飼料自給型畜産コース 前期集合教育：20年1月10日,.__,11月14日 1名
度 後期集合教育：21年 6月15日,.__,6月19日
・先端的花き経営発展コース 前期集合教育：20年10月 8日,.__,10月10日 14名
中期集合教育：21年 1月21日,.__,1月23日
後期集合教育：21年 7月 6日,.__,7月 8日
0セミナーコース
•水田農業技術革新コース 前期集合教育：21年12月 1日,.__,12月 4日 9名
21 後期集合教育：22年 7月28日,.__,7月30日
年 ・先端的花き経営発展コース 前期集合教育：21年10月 7日,.__,10月 9日 5名
度 中期集合教育：22年 1月20日,.__, 1月22日
後期集合教育：22年 7月 6日~7月 8日








































年度 テ マ 期 間 参 加 人数
1年 2年 その他 合計
21 アグリビジネスにチャレンジ 8月5,-.,7日 11 17 1 29 
22 環境保全型農業・有機農業 8月3,-.,5日 13 13 12 38 





(b) 月日 ：平成21年8月5日 (Jj(),-..,g月7日（金） 2泊3日
(C) プログラム
08月5日 (Jj()
14: 枷 14:15 オリエンテーション
14:15,-..,14:30 開会式
14: 記 15:45 講 「食料自給力強化とサプライチェーンマネジメント」
明治大学教授上原征彦氏
16: 枷 11:15 講義② 「ブランドマーケティングと農商工塑携」
明治大学教授上原征彦氏
17:15,-..,18:15 農業者大学校ガイダンス・校舎案内・宿泊施設等案内
18: 記 19:30 交流会（夕食をとりながら自己紹介及び懇談）
08月6日（木）
g: 枷 10:15 講義③ 「青果物流通の動向と産地の課題」
中央農業総合研究センターマーケティング研究チーム長佐藤和憲氏
10:3応 12:00 意見交換会

































(a) テーマ ： 環境保全型農業・有機農業
(b) 月日：平成22年 8月 3日（火） "-'5日（木） 2泊3日
(C) プログラム
08月3日 (:k.)




15:1応 17:40 講義② 「環境保全型農業について」
農林水産省生産局農業環境対策課総括課長補佐田中健一氏
19: 陀 20:00 交流会（バレーボール）
08月4日 (71<)
s: か 10:10 講義③ 「循環型地域社会づくりの実践」
農業実践者菅野芳秀氏
10: 30--1 : 45 講義④ 「環境保全型農業・有機農業のための家畜ふん堆肥の適正利用」
中央農業総合研究センター資源循環・溶脱低減研究チーム長加藤直人氏
13: 陀 11:00 現地見学
(13:20---14: 印） ① 石田農園 （つくば市内の有機農業実践農家）




s: か 10:10 講義⑤ 「有機農業の歩みと実践～現場からの報告～」
有機農業実践者浅見彰宏氏
10:zo--., 1: 印対談 「新しい時代の農業のあり方としての有機農業」
茨城大学教授中島紀ー氏、 浅見彰宏氏
1: 印---12:0 閉会式





















(a) テーマ ： 地域で活躍する農業者を目指して
(b) 月日：平成23年 8月 2日（火） ,._, 5日（金） 3泊4日
(C) プログラム
08月2日 Uく）
14: 促 14:20 開講式
14: 巫 14:30 日程説明
14: 訳 15:45 講話① 「再生産可能な産業としての農業の実現」
株式会社農業法人みずほ代表取締役社長長谷川久夫氏
16: 促 17:30 講義① 「地域リーダーの役割と活動」
有限会社ベネット代表取締役青木隆夫氏
18: 45"-'20: 00 スポーツ交流会（バレーボール）
08月3日 (71<)
8: 訳 10:00 講義② 「地域農業の特色に応じた営農システムの樹立と農業者の役割」
中央農業総合研究センター農業経営研究領域上席研究員平野信之氏
10: 15"-'18:30 先進事例現地見学
(10:30,.._, 1 :o) ① みずほの村市場






s: 記 9:00 講義③ 「合意形成と意志決定手法」
農諏輝掴碑門 職 末 永 醐
9: 記 15:00 グループワーク
課：「農業者として地域でどのように活動していくか」
15: 記 17:00 全体会 グループワークの結果の発表
08月5日（金）
s:45,._, 9:45 講話④ 「地域とともに歩む米沢郷牧場」
株式会社米沢郷牧場代表、農業者大学校⑳期生伊藤幸蔵氏













































































































年度 ブロック 開催県 年月日 参加人数
18 東海・近畿ブロック 愛知県豊橋市 H19.2.16,17 50(20) 
19 北陸ブロック 富山県高岡市 H19.ll.14,15 40(10) 
関東プロック 東京都多摩市 H20.3.2 250(80) 
40周年記念大会
20 九州・沖縄ブロック 福岡県久留米市 H21.1.20,21 90(30) 
関東ブロック 東京都多摩市 H21.3.5 100(50) 
多摩校舎とのお別れ会
21 関東ブロック 埼玉県さいたま市 H21. 11.7 60(30) 
22 中国・四国ブロック 高知県高知市 H22.7.18,19 50(25) 











講演① 「米作りは最先端ビジネスになる」 17期生 長田竜太
















期生から 13期生まで人文教科の講師を務められ、 91歳になられた大田発先生。 2人目は劇






































































































































































































































































































農業者大学校評議会は、平成20年度においては 6月13日及び 2月17日の 2回、 21年度は











































氏 名 所 属 ． 職 名
上原征彦 明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科長
金子美登 霜里農場代表




















































































































予備費 11, 000円 15,000円
計 190,000円 100,000円
表2-4-4 教育預り金(2年次：平成23年度）


































































21 41期生、 42期 生各2名 41期生、 42期生各4名
















主査 小島 木,vク/ 
教務課 課長 滝田正紀
教務係長 田部 亨
学生係長 田村茂義
（専門員） 福岡秀幸
教育指導専門職 上野忠義
伊藤秀一
原田光久
末永 聡
就農支援専門職 田中 彰
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